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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■保育料の改定
■第２子保育料・給食費の無償化
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■保育料の改定

○考え方
　・愛知県内で、トップクラスの安さに減額
　　　→　子育てしやすい街をＰＲ

○保育料と給食費
　・０歳児～２歳児は、保育料（給食費含む。）を徴収
　・３歳児～５歳児は、給食費（保育料は国による無償化）を徴収

○保育料改定の基準

　【７７，１０１円未満（年収は約３６０万円）世帯】
　・保育料の無償化（０歳児～２歳児）
　・３歳児～５歳児においては、給食費を無償化
　⇒この世帯は、０歳から５歳まで、保育料・給食費が無料

　【国の保育料徴収基準額の５０％】
　・７７，１０１円以上（年収は約３６０万円以上）の世帯について、
　　保護者負担を国の基準額の５０％として、残りの５０％を市が負担

○軽減額
　・約４，２００万円

○開始時期
　・令和５年（2023年）４月から
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■具体的な数字

○保育料が無償となる世帯
　・７７，１０１円未満世帯
　・年収では約３６０万円未満に該当
　　　→　いわゆる低所得世帯に該当
　・改正前より、８，６００円～２５，２００円の減額
　・最高減額　＝　２５，２００円の減額　
　　　　　　　　　＝　７７，１０１円未満（標準）の区分
　　年間　３０２，４００円　＝　２５，２００円　×　１２か月

○保育料を納めてもらう世帯
　・７７，１０１円以上の世帯には、階層区分に応じて徴収
　・改定前より、１０，２００円～１７，３００円の減額
　
○みよし市民の分布
　・３０１，０００円未満世帯（標準・短）が全体の３８．７％
　　＝年収では、約６４０万円～約９３０万円の世帯
　　＝差額は、
　　　　標準で１５，６００円（年間では、１８７，２００円）
　　　　短時間で１６，２００円（年間では、１９４，４００円）

　・１６９，０００円未満世帯（標準・短）が全体の２３．７％
　　＝年収では、約４７０万円～約６４０万円の世帯
　　＝差額は、
　　　　標準で１５，７００円、１２，０００円
　　　　　（年間では、　１８８，４００円、１４４，０００円）
　　　　短時間で１６，５００円、１３，０００円
　　　　　（年間では、１９８，０００円、１５６，０００円）



(EiESE 1) BOLTIEBRES. BTON3BECLES [FB C2I8)

E2FDEREBH - AREZEHEI(L! wll

= FhigHliR - SFimHlPRI < 58 2 FHRIE(L
 FRBHIRG< . FMEIREAL, £2 FILEHRER -
R LT

BA%
3% 4 7% 5%

E2FORERUEE > F2FOMRAEEE

[T

B IRNER 93,7005 H
FInFEl | S 5FE4BoN5S



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■第２子の保育料・給食費の無償化

○考え方
　・第２子に係る保育料と給食費を無償化に
　　　→　子育てしやすい街をPR

○保育料と給食費
　・０歳児～２歳児は保育料（給食費を含む。）
　・３歳児～５歳児は給食費のみ（保育料は国による無償化）

○軽減額
　・約３，７００万円

○開始時期
　・令和５年（2023年）４月
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■具体的には


○改正前
　・第２子は半額、第３子は無償
　・ただし、年齢制限がある
　　＝カウントできる児童は、就学前の子、かつ、保育所等を利用している子

○改正後
　・第２子を無償とし、第３子以降も従前どおり無償
　・年齢制限を廃止
　　＝生計同一が条件で、小学生以上の子もカウントする
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